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一 「漢字 指 導」 の 実践 一

鈴木 義昭

早稲田大学 日木語教 育研究セ ンターの授業 の中で、ユニークなものの一つに 「漢字指

導」があ ります。日本語教育の中でも、漢字学習の重要性 はっ とに認め られていますが、

一コマ全て をそれに当ててい る学校は
、恐 ら く本センター以外 にはないで しょう。元 々

はクリニ ック的要素が強い、個別的学習法を取 っていま したが、現在では、独立 した科

目(随 意)と な り、A～Cの 三 クラスを持 ち、それぞれの実力に応 じたクラスに参加す

るというシステムを取 るに至 りま した。授業 では、Aが 初級 、Bが 中級、Cが .ヒ級 とな

っています。 自分は初級漢字が 弱い とか、難 しい漢字に挑戦 してみたいとか、学生の要

求 によ りクラスを選ぶ ことができます。 目下 のところ、Cク ラスでは、プリン ト教材を

使 って授業を行 っています。

また、この漢字指導のクラスは、日本語教 育研究科の実践研究(教 壇実習)の 場 とも

なっていて、毎学期5人 ～10人 前後の大学院生が実習を行 っています(今 学期 は五人

で した)。 外 国留学生の履修生 が多い漢字教育実践研究の授業では、同 じような年 齢、

同 じ国の出身の学生 ・院生が仲 良く学び合 うとい う場面が随所 に見受け られ ます。院生

たちが正式 な教 師ではないため、受講生 にはよ り身近な感 じが して親 しみが持てるので

しょう。一方、大学 院生たちは、実践教育の授業の中で、教案の作 り方を学び、実 習を

通 じて漢字の知 識を学ぴ、教壇に立つための訓練 を してい くわけです・

漢字 というものは、日常生活の中では、単独で表れ ることは少な く、大部分が二字 の

熟語(あ るいは、二字以.ヒの熟語〉 として文 中に登場 しますか ら、一字一字 を丹念 に覚

えてい くよ りも、熟語を含んだ一文 を徐 々に覚えてい く方がよ り効果的です。漢字教育

は語彙教育で もあり、文章表現 ・文法の学習で もあ るとい うわけです。昨年作 られた 『頻

度順漢字2100』 で は、その漢字が使われ る熟 語をさらに頻度順に し、それぞれ に例文

をつける方針 を取 っています。

国外では、漢字教 育がある種 のブームにな ってい ます。この授業 では、漢字系 ・非漢

字系学生が共 に学 んでいるとい うメ リッ トを生か し、新 しい教材 を開発 し、ユニー クな

漢 字教育を展開 してゆきたい ものだと考えています。
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